
　現在、「ごみ非常事態宣言」は継続中であり、本市のごみ処理は逼迫しています。

また、平成２７年１２月稼動予定の新総合ごみ処理施設を、安全に管理運営し長期間安定

したごみ処理を行うとともに、次世代により良い環境を引き継ぐためにも、ごみ減量の継

続した取り組みが必要です。

　そのため、市では、平成２４年度から平成２８年度を計画期間として「津山市第２次ご

み減量行動計画」を策定し、ごみ減量目標を立て継続した取り組みを進めています。

☆ごみの総排出量：平成２８年度 ３１，４００ｔ にします。

※平成２２年度と比べ、３，４９２ｔの減量が必要です。（５８２t/年の減量）

☆ごみ１人１日当たりの排出量：平成２８年度 ８２０ｇ にします。
※平成２２年度と比べ、６４ｇ/人・日の減量が必要です。（１人１年間２３ｋｇの減量）

☆家庭系可燃ごみ量：平成28年度 １２，７００ｔ にします。
※平成２２年度と比べ、２，２５２ｔの減量が必要です。（450ｔ/年の減量）

☆家庭系不燃ごみ量：平成28年度 １，４００ｔ にします。
※平成２２年度と比べ、１５１ｔの減量が必要です。（30ｔ/年の減量）

☆生ごみ処理機器：平成28年度 ３５０件 にします。

～ ごみ減量目標 ～

ごみ減量目標とごみ量の推移

津山市第２次ごみ減量行動計画


